
〜市民みんなで安心していきいきと暮らしているまちの実現に向けて〜

海南市社会福祉協議会では、「市民み
んなで安心していきいきと暮らしてい
るまち」をめざし、地域福祉活動を推
進しており、それらの活動は、住民の
皆様からの温かい善意によって支えら
れています。
本年度も本会の活動、趣旨をご理解
いただき、社協会費について自治会の
ご尽力をいただく中で、住民の皆様方
のご協力をお願いいたします。
皆様方からお寄せいただきました社
協会費は、福祉教育事業や身近な地域
でつながりを作るふれあい・いきいき
サロン支援事業などの福祉活動の財源
として有効に活用させていただきます。
なお、受付につきましては、社会福
祉協議会（海南保健福祉センター１階・
下津保健福祉センター１階）と海南市
の協力をいただき、野上支所・巽出張所・
亀川出張所で行っております。
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「人は決して、ひとりじゃないから。」をテー
マに本年度も住民の皆様方をはじめ、各自治会、
地区の役員の方々、また市のご協力をいただき、
赤十字活動資金募集を実施させていただきまし
たところ、皆様から多くの温かい善意をお寄せ
いただき誠にありがとうございました。
皆様からお寄せいただきました浄財は、日本
赤十字社和歌山県支部へ送金し、国内外の災害
救護活動の他、各種講習会の実施や救護看護師
の養成等、数多くの人道的な活動に役立てられ
ます。
このたびの赤十字活動へのご協力に感謝いた
しますとともに、今後ともより一層のご理解と
ご支援を賜りますようお願い申し上げます。

平成３０年度 赤十字活動資金募集に
ご協力ありがとうございました

チャイルドシート・ジュニアシート
貸出します

貸出期間：最長３か月
貸 出 料：無料 （ただし、クリーニング代と

して２, ５００円必要です）
対 象：海南市に住所を有する方で、小学

校就学始期に達するまでの幼児を
養育している方 （里帰りも OK！）
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─ 善意銀行からのお知らせ ─
海南市善意銀行では、市民の方々や企業、団体等から預託されました善意の預託金の払
出しをしますので、希望される方はお申し込みください。
1　払出し対象の範囲は、次のとおりとします。ただし、団体等の経常的な運営費又は
事務費、介護保険事業、使用及び管理状態が把握できない団体等、昨年度に払出しを
受けた団体、その他別に定める預託金払出し実施要領において対象外とされた費用は
除きます。
　　（１）地域福祉の増進
　　　　（ア）児童、生徒の福祉活動への推進援助　
　　　　（イ）ボランティア活動への推進援助
　　　　（ウ）在宅福祉サービスへの推進援助
　　（２）社会福祉施設、福祉団体等への活動援助
2　申請は、１団体等について１件とします。ただし、同一法人が、複数の施設を有す
る場合は、施設毎に申請してください。
3　払出し金額は、1件につき原則として３０万円までとします。
4　申請及びお問い合わせ先
　　　海南市社会福祉協議会　　　　　　☎４８３－６７７７
5　受付期間
　　　平成３０年７月２日（月）〜８月２４日（金）
　　　　（土・日曜日、祝日を除く。）
　※審査の結果、ご希望にそえない場合があります。
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【期　間】　自　平成２９年４月１日　～　至　平成３０年３月３１日

貸 借 対 照 表
借　　　　　方 貸　　　　　方

流 動 資 産

基 本 財 産

そ の 他 の 固 定 資 産

173,896,804

2,000,000

235,476,454

流 動 負 債

固 定 負 債

基 本 金

基 金

そ の 他 の 積 立 金

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額

10,746,478

106,121,560

2,000,000

45,868,898

108,165,935

130,210,061
計 403,112,932 計 403,112,932

（単位；円）

資 金 収 支 計 算 書
収　　　　　入 支　　　　　出

会 費 収 入

寄 附 金 収 入

経 常 経 費 補 助 金 収 入

受 託 金 収 入

貸 付 事 業 収 入

事 業 収 入

介 護 保 険 事 業 収 入

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 入

受 取 利 息 配 当 金 収 入

そ の 他 の 収 入

積 立 資 産 取 崩 収 入

前 期 末 支 払 資 金 残 高

5,998,903

1,340,146

60,928,014

18,510,429

1,025,000

774,250

48,828,120

8,738,600

18,283

65,600

1,500,000

165,810,872

人 件 費 支 出

事 業 費 支 出

事 務 費 支 出

貸 付 事 業 支 出

助 成 金 支 出

固 定 資 産 取 得 支 出

基 金 積 立 資 産 支 出

積 立 資 産 支 出

そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出

当 期 末 支 払 資 金 残 高

129,615,776

15,392,119

5,939,122

1,330,000

4,446,786

2,715,974

16,865

1,321,037

4,498,320

148,262,218

計 313,538,217 計 313,538,217

（単位；円）

事 業 活 動 計 算 書
収　　　　　益 費　　　　　用

会 費 収 益

寄 附 金 収 益

経 常 経 費 補 助 金 収 益

受 託 金 収 益

事 業 収 益

介 護 保 険 事 業 収 益

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 益

そ の 他 の 収 益

受 取 利 息 配 当 金 収 益

そ の 他 の サ ー ビ ス 活 動 外 収 益

前 期 繰 越 活 動 増 減 差 額

そ の 他 の 積 立 金 取 崩 額

5,998,903

1,340,146

60,928,014

18,510,429

774,250

48,828,120

8,738,600

0

18,283

65,600

148,866,103

1,500,000

人 件 費

事 業 費

事 務 費

助 成 金 費 用

基 金 組 入 額

減 価 償 却 費

徴 収 不 能 額

そ の 他 の 費 用

そ の 他 の 積 立 金 積 立 額

次 期 繰 越 活 動 増 減 差 額

138,834,064

15,392,119

5,939,122

4,446,786

16,865

729,414

0

0

17

130,210,061

計 295,568,448 計 295,568,448

（単位；円）

平成２９年度　海南市社会福祉協議会　法人全体決算報告
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災害ボランティアセンター設置運営訓練	（参加者１５名）
ボランティア連絡協議会との連携
「きて　みて　体験　ボランティアの集い」
ふれあい交流会　等

⑨ふれあい・いきいきサロン支援事業
身近な地域において高齢者や障がいのある方、子育て中の
親などの当事者とボランティアとが協働で企画をし、共に
運営する仲間づくりの場を開設することで、地域住民の孤
立感の解消、地域の見守り並びに閉じこもり予防、介護予防、
健康維持・向上に取り組むふれあい・いきいきサロンを推
進し、地域における福祉コミュニティの形成に資すること
を目的に運営支援のほか、活動費・設立費用を助成しました。

（１７か所）

⑩民生委員互助共励事業
一般傷病給付金等	 （６件）

⑪小地域福祉座談会事業
介護予防・日常生活支援総合事業の第２層協議体設置活動
において、亀川地区をモデル地区として住民同士が地域の
課題について話し合い、解決策を考える取り組みとしてグ
ループワーク等を全４回実施しました。	（参加者延８０名）

⑫担い手発掘・育成事業
シニア世代や子育てが終わった方、ボランティア活動に関
心や意欲のある方が、ボランティアを始めるきっかけづくり
となるようボランティア養成講座を４回実施しました。
ボランティア養成講座	 （参加者２名）

地域福祉活動を担っていただく人材を発掘・育成するため、
各種ボランティア活動体験を実施しました。
ペットボトルキャップ選別・洗浄活動	（参加者２２名）
清掃活動	 （参加者６名）

⑬福祉総合相談事業
様々な生活課題や福祉課題を相談できる福祉の総合相談窓
口として、相談支援体制の充実を図りました。

（相談件数２２４件）

⑭家計相談支援事業
生活困窮者自立支援法の施行に伴い、市の委託を受けて、
生活困窮者を対象に家計表の作成と分析・評価を行い、家
計の改善を図り、また家計管理能力を高めるための支援を
行う家計相談支援事業を実施しました。	 （利用者１７名）

⑮生活支援コーディネーター等業務
高齢者の生活支援・介護予防サービスの体制整備を推進する
ため、多様な事業主体と連携し日常生活の支援体制を充実及
び強化を図る生活支援コーディネーター等業務を実施しました。
生活支援・介護予防サービス提供主体等協議体への参加
フォーラム「みんなで創ろう	助けあい社会フォーラム in海
南市」の開催	 （参加者２５８名）

⑯支えあい地域づくり事業
子ども食堂（２ヶ所）の立ち上げ費用に対し、各３０，０００
円の助成しました。

⑰福祉サービス利用援助事業
県社協の委託を受けて、判断能力が不十分な高齢者、知的
障害及び精神障害のある方などに対して、福祉サービス利
用援助、日常生活上の手続き援助、日常的金銭管理、書類
等預かりを行う福祉サービス利用援助事業を実施しました。

（平成２９年度末契約者数４８名）

⑱資金貸付事業
生活資金貸付事業
	 （貸付件数２３件、貸付額１，３３０，０００円）
生活福祉資金貸付事業
	 （貸付件数２８件、貸付額２４，７３９，２２６円）
金銭教室事業	 （参加者８名）

⑲在宅介護事業
介護保険訪問介護事業	 （利用者１か月当たり平均４６名）
介護予防訪問介護事業	 （利用者１か月当たり平均１５名）
介護予防・日常生活支援総合事業訪問介護事業
	 （利用者１か月当たり平均１８名）
介護保険居宅介護支援事業	（利用者１か月当たり平均８５名）
介護予防支援事業	 （利用者１か月当たり平均８名）
介護予防・日常生活支援総合事業介護予防支援事業
	 （利用者１か月当たり平均２名）
障害福祉サービス居宅介護事業
	 （利用者１か月当たり平均１５名）
障害福祉サービス同行援護事業
	 （利用者１か月当たり平均２名）
障害福祉サービス移動支援事業
	 （利用者１か月当たり平均２名）

⑳いきいき介護予防事業
	 （利用者延４，４９０名）

きて　みて　体験　ボランティアの集い

助けあい社会フォーラム
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①共同募金配分金事業
福祉関係団体への活動助成金交付	（７団体、５８０，０００円）
介護用品貸与事業
高齢者や障害者等の日常生活上の負担とその家族の介護の
負担の軽減を図るため、また自治会や学校等の車イス体験及
び防災研修会で車イス介助を学ぶため、車イスを貸与しました。
個人	 ２３件　２３台
その他	 １５件　４４台
福祉ビデオ等貸与事業
市内に住所を有する方や市内に通勤・通学されている方を
対象に、福祉に関するＤＶＤを貸し出しました。	 ７件

②善意銀行運営事業
住民の方々、団体、企業からの任意預託金を善意銀行運営
委員会の審議を経て、５団体に払い出ししました。また、
指定預託金２件に払い出ししました。

③心配ごと相談事業
住民の日常生活上のあらゆる相談に応じ、心配ごとなどに
対する助言や援助を行って解決に努めるとともに、専門の
相談機関を紹介する等、住民福祉の増進に努めました。

（開設日数６８日、相談利用者４０名）

④広報事業
社会福祉協議会の事業や活動について、住民の皆様方に幅
広く知っていただくため、広報紙「かいなんし社協」を毎月発
行し、自治会のご協力により市内全戸配布するとともにホーム
ページのコンテンツを追加し、情報提供の充実を図りました。

⑤世代間交流事業
子どもたちと家族のふれあいや世代間の交流と青少年の健
全育成を目的に、世代間交流事業を実施しました。
ふれあい福祉フェスティバル	（参加者延４００名）
工作体験	 （参加者１０２名）

⑥用具等貸与事業
子育てに係る補完的役割を果たすとともに、チャイルドシー
ト等の使用を促進し、幼児の生命又は身体に対する危害の
防止を図るため、チャイルドシート等を貸し出しました。ま
た住民の交流及び健康増進を図るため、グラウンド・ゴル
フ用具等を貸し出しました。
チャイルドシート、ジュニアシート	 ９件
グラウンド・ゴルフ用具	 １１件

⑦福祉教育事業
学校や身近な地域の方々等とともに取り組む福祉教育プロ
グラムを通して、まちに住むさまざまな人が地域の福祉課
題に気づき、ノーマライゼーションの考えに基づく福祉の
心を育むことを目的に福祉教育
事業を実施しました。
（内　　容　車イス体験、アイマスク体験、高齢者疑似体験、
高齢者インタビュー等）
（実施回数　５０回）

⑧ボランティアセンター活動事業
ボランティア活動推進校	 （市社協指定　１０校）
夏のボランティア体験月間事業	 （参加者延１３５名）
２０１７「夏のボランティア体験月間事業」の一環としてボ
ランティア活動に関心のある小・中・高校生が様々なボラ
ンティア活動を体験することを目的に、夏まつり体験、デ
イサービス体験、レクリエーション体験、外出支援体験、
環境美化体験、収集体験、盲導犬・セラピー犬ふれあい体験、
ふれあい・いきいきサロン体験、ほっとカフェ・サロン体験、
認知症カフェ体験を内容とした体験事業を実施しました。
災害ボランティア活動の促進及び基盤強化
平成２９年台風２１号による被害が大きかった室山地区周
辺等の被害状況調査を行い、床上浸水した家屋の畳を上げ
たり家具の移動など、ボランティア延３１名及び職員で支
援活動を行いました。
災害ボランティア講座	 （参加者２４名）
内容　　台風２１号におけるボランティア活動について

（報告）
みんなで考える地域住民でできること（グルー
プワーク）

平成２９年度　社会福祉法人海南市社会福祉協議会　事業報告

工作体験

ふれあい福祉フェスティバル

平成 30 年 7 月かいなんし社協（ 5 ）



〜この広報紙は、共同募金配分金及び社協会費の一部を活用して発行しています。〜
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お問い合わせ
海南市社会福祉協議会
海南市日方1519-10
海南保健福祉センター内
☎073-483-6777
海南市社会福祉協議会下津事業所
海南市下津町上14-6
下津保健福祉センター内
☎073-493-2711
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　皆様方の日常生活上の心配ごと相談に、相談員が応じています。
　費用は無料、秘密は厳守されますので、お気軽にご利用ください。
　７月の日程と相談員は、次のとおりです。
　また、下線のついている日は行政相談委員による相談も行っております。

心配ごと相談所開設日程

・予約は必要ありませんが、お待ちいただく場合があります。 ・相談員が変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。

　７月１０日（火）　中 田 建 三、田 中 福 一、倉 方 弥 生
　　　２５日（水）　岡 本 文 夫、前 山 五 郎、宮 本 年 美

　７月　６日（金）　追 田 暁 子、紙 谷 將 和、寺岡太一郎
　　　１３日（金）　朝 井 郁 子、杉 本 昌 子、小谷きみよ
　　　２０日（金）　宮 本 純 子、松 村 鈴 美、榊 原 文 夫
　　　２７日（金）　間 渕 節 子、井 上 　 弘、上 西 令 子

●市内に在住、在学の小学生
「おこづかい帳の書き方〜やりくり名人への道〜」

※定員は３０名です（定員になり次第締切ります）
　低学年の参加者は大人の方もご一緒にお申し込みください

開催日時 平成 30 年 8 月 1 日（水）14:00 〜

場　所 海南保健福祉センター（日方 1519-10）

参加費 無　料

申込先 海南市社会福祉協議会 ☎ 483-6777

申込期限 平成 30 年 7 月 20 日（金）
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【 場 所 と 時 間 】
海南保健福祉センター１階
相談室１
午前１０時～午後４時

【 場 所 と 時 間 】
下津保健福祉センター１階
相談室１
午後１時～午後４時

平成 30 年 7 月 （ 6 ）かいなんし社協


